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背景 徳島大学病院の医療人育成結果

メディカルゾーン(MZ)重点研修プログラム (定員３名）

総合メディカルゾーン(MZ) 本部

徳島県の総合メディカルゾーン(MZ)構想推進プロジェクトの
一環として、H30年度から開始した“医療人材の確保と育成”
のための研修プログラム

総合メディカルゾーン

MZ本部を主軸とした新たな一体化研修

n ＭＺ本部の研修

＊大学病院の研修中においては、融合研修 (≥2ヶ月)が必須

期間： 大学病院（≥ 8ヶ月） ＋ 県立中央病院（≥ 6ヶ月）

・外科 ・泌尿器科 ・整形外科

・麻酔科 ・病理 ・精神科神経科

n 地域医療研修（２ヶ月）： MZ南部・西部の3病院に限定

n 徳島県内における他の研修病院でも研修可能

研修プログラム構成 （２年間）

融合研修が
できる診療科

融合研修 大学病院研修中に、定期的に県立中央病院で
同一診療科の研修を行う

麻酔科融合研修 経験した症例の総数： 215 例 （研修医4名、5ヶ月）

I. MZ本部: 大学病院・県立中央病院 における研修比較

メディカルゾーン(MZ)重点研修プログラムにおける麻酔科融合研修

岩佐 みゆき１,2、西 京子１、佐藤 功志１、浅井 孝仁１、前田 拓也１、中村 昌史１、門田 宗之１、田中 久美子１、河北 直也１

武田 美佐3、藤永 裕之3、近藤 明男4、木下 倫子２、酒井 陽子5、田中 克哉２、安倍 正博１、西村 匡司6、香美 祥二7

1徳島大学病院 卒後臨床研修センター 2同 麻酔科 3徳島県立中央病院 医学教育センター 4同 麻酔科
5徳島大学病院 麻酔科診療部 6徳島県立中央病院 院長 7徳島大学病院長

MZ本部における麻酔科融合研修では、幅広い症例を経験できるとともに様々な麻酔方法・
手技を学ぶことができ、質の高い研修となった。

“オール徳島で医療人を育成する“

麻酔科融合研修は、大学病院では様々な診療科や種類の手術（特に小児や乳癌など）を経験し、
県立中央病院では主に泌尿器科・産婦人科・外科麻酔を担当し、大学病院とは異なる症例や麻酔
方法を学ぶことができ、非常に有意義な研修であった。

u MZ本部における麻酔科融合研修は、両病院の特徴を活かした研修を行うことができるため、今後の研修
としての発展を大いに期待できる。

u 融合研修の研修環境や指導体制は充実しており、症例に関してはさらに緊急手術（特に県立中央病院
では大学病院で経験できない外傷など）の研修機会を増やす取り組みを検討している。

u 融合研修を介して、MZ本部における外科系診療科の理解を深めることができる。

u 融合研修は、研修医のみならず麻酔科医育成にも有効であると考えられる。
１年次 ２年次
H30 H31 R1 R2

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

浅井　孝仁
選必１

（麻酔科）

選択１

（麻酔科）

選択１

（超音波）

内科１

（放射線科）

選択１

（精神科）

内科１

（脳卒中）

選択１

（救急集中

治療部）

選択1

（腎内）

中村　昌史
内科1

（循環器内

科）

内科１

（血液内科）

内科１

（放射線科）

選必１

（泌尿器科）

選択１

（外科）

選択1

（腎内）

選択１

（精神科＊）

選択１

（超音波・

心）

選択１

（救急集中

治療部）

選択１

（血液内科）

前田　拓也
内科１

（内分泌・代

謝内科）

選択１
（超音波）

選必１

（精神科）

内科１

（皮膚科）

選択１

（リハ）

内科1

（腎内）

選択１

（病理部）

選択１

（救急集中

治療部）

選択１

（総診＊）

地域２

(三好)

内科２

（血液内科）

内科２

（内分泌・代謝内科）

内科２

（血液内科）

選択２（内科）

徳島県鳴門

地域３

（海部）

救急１、選択２（呼内、総診）

　徳島県中

選択２

（総合診療部＊）

地域２

（三好）

選択２（消内）、選必１（麻酔）

徳島県中

内科１（神内）、選択１（精神）

選択１（総診）

　徳島県中

選択２(内科）

阿南医療センター

救急１、選択１（救急）

徳島赤十字

救急２、選必１（泌尿）

徳島県中

救急２、内科１（血内）

徳島県中

選必２

（麻酔科）

選択２（救急）

徳島赤十字

内科１

（内分泌・代謝内科）

救急３

徳島県中

R1 R2 R3

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

岩佐　みゆき
選択１

（超音波）

選択１

（麻酔科）

内科１

（循環器内

科）

選必１

（眼科）

選択１

（救急集中治

療部）

内科１

（総合診療

部）

選択１

（精神科）

佐藤　功志
選必１

（麻酔科）

選択１

（麻酔科）

内科１

（血液内科）

内科１

（内分泌・代

謝内科）

地域１

（三好）

選択１

（救急集中治

療部）

選択１

（外科）

地域１

（海部）

選択１

（救急）

徳島県中

内科２

（呼吸器・膠原病内科）

選必２

（麻酔科）

内科２

（呼吸器・膠原病内科）

選択３

（麻酔科＊）

１年次 ２年次

救急３　徳島県中

救急３　徳島県中

内科２

（消化器内科）

内科２（循内２）

徳島赤十字

選必1（外科1）、選択2（外科1、総診1）

徳島県中

選択3（救急2、小児1）

　徳島県中

地域２

（三好）

選択５（未定）　

H30年4月〜R2年3月（2年間）：3名
H31年4月〜R2年3月（1年間）：2名

麻酔科融合研修

H29年度から県の寄付講座 『麻酔科診療部』 が開設され
徳島大学病院から2名の指導医が、県立中央病院で研修
指導（週2回）をしている。

u 融合研修の実績 （下記研修ローテーション参照）

麻酔科 ４ 5ヶ月
外科 １ １ヶ月
泌尿器科 １ １ヶ月
病理 １ １ヶ月
精神科神経科 １ １ヶ月

u対象研修医

研修ローテーション （2年間）

診療科 研修医数 期間

H30年4月〜R2年3月にMZ重点研修プログラム
で融合研修を行った5名

融合研修 ＊モデル研修（患者支援センター、在宅医療等の研修を含む）

両病院で経験した症例・手技等について比較
両病院における年間手術症例との関連

麻酔科融合研修の成果について検討

I.
II.

大学病院 (N=151)

3. 症例 （診療科別）

県立中央病院 (N=64)

整形外科
n=48
(32%)

整形外科
n=3 (5%)

外科
n=33
(22%)

精神科神経科
n=11 (7%)

耳鼻咽喉科
n=18 (12%)

泌尿器科
n=18 (12%)

その他 n=15 (10%)

産婦人科
n=20
(31%)

外科
n=11
(17%)

産婦人科
n=8 (5%)

耳鼻咽喉科
n=5 (8%)

その他 n=4 (6%)

泌尿器科
n=21
(33%)

人工関節置換術: 14

修正電気けいれん療法: 11

乳腺悪性腫瘍手術: 10

腹腔鏡手術（産婦人科）: 14

経尿道的尿路結石破砕術: 6

経験頻度の高い手術

大学病院 県立中央病院

診療科

外科

　消化器・移植外科

　食道・乳腺甲状腺外科

　呼吸器外科

　小児外科

心臓血管外科

泌尿器科

眼科

耳鼻咽喉科

整形外科

形成外科

脳神経外科

産婦人科

精神科神経科

内科

麻酔科

総数 151 64

11 1

2

1

4 2

3

8 20

2

18 5

48 3

2

3 1

18 21

14 8

14

3 3

大学病院 県立中央病院

33 11

大学病院 県立中央病院

総手術件数 6308 3928

緊急手術 (%) 450 (7.1) 609 (15.5)

診療科（融合研修）における両病院の特徴

（ ）: 麻酔科融合研修 (5ヶ月）で経験した症例数

II. MZ本部: 大学病院・県立中央病院 の年間手術と融合研修との関連

2019年（年間）

2019年 麻酔科（手術室管理）データ統計

（2019年手術件数：診療科手術統計より引用）

診療科 大学病院 県立中央病院

254 20
食道 39 5

虫垂炎 9 80
肝臓･脾臓･膵臓 86 31

胆道 106 240
急性腹膜炎 15 83

286 13

0 18

11 400

93 0

87 26

42 127

12 0

24 0

24 0

疾患（分類）

外科

整形外科

泌尿器科

小児

男性不妊・女性

腎移植 

尿路結石

腫瘍

スポーツ

外傷

外傷

小児

消化管

及び

腹部内臓

乳腺 (11)

(1)

(1)

(1)

(2)

(1)

(4)

(10)
(6)

(1)

(1)

(1)

（心・大血管を含む）

診療科 大学病院 県立中央病院

外科 1386 1062

　消化器･移植外科 637 829

　食道･乳腺･甲状腺外科 307 28

　呼吸器外科 228 205

　小児外科 214

心臓血管外科 209 383

泌尿器科 617 718

眼科 1165 112

耳鼻咽喉科 432 269

整形外科 775 625

形成外科 460 186

脳神経外科 389 158

産婦人科 577 310

小児科 101 3

精神科神経科 158 46

内科 38 10

麻酔科 1 3

救急科 0 43

総数 6308 3928

大学病院 県立中央病院

症例数 151 64

77 : 74性別 (M:F) 37 : 27

(52.7) (60.3)

小児

（平均/月）

年齢

14 (9.3%) 1 (1.6%)

（30.2） （12.8）

0 - 88 13 - 88

Ø 手技

Ø 指導体制

不定（8名）
手術により異なる

15歳以下

6歳未満 5 (3.3%) 0

(平均)

1. 症例 （全体） 2. 手技・指導体制

ビデオ喉頭鏡 喉頭鏡

大学病院 県立中央病院

気管挿管

指導医

その他 ハンズオン・講義
シミュレーションあり

固定（2名）
（大学：麻酔診療部）

基本を学ぶ 手技数多い
スピード感あり

研修医の技量を
理解しており

質問等もしやすい


